























































































































































































































































































































































































































































Ⅵ．お わ り に
現代の学生は，ゲームやＶＲの中で体験し，何か
あったら「リセット」できる感覚体験の中で成長して
きている。しかし，看護の対象は「リセット」のきか
ない生命である。
その人個人の尊厳，人権と価値観を備えて今を生き
ている人間であることを学ぶ場が「臨地実習」であり，
「対象者・患者と看護師」が教示してくださる。この
ように大切な学びの機会を２０２０年度の学生は失って
しまった。どんなに頑張ってみても学内臨地実習では
学びきれない。「百聞は一見に如かず」とはまさにこの
事である。
日本看護系大学協議会は，コロナ禍の現状から考え
られる今後の問題点を次のように提示している。①実
践能力の未熟な看護実践者を臨床に提供することの不
安 ②就職先施設における看護教育の現状認識の不足
と新人教育体制への不安 ③臨地実習ができていない
こと ④学生の直接ケアの制限（見学・シャドーウィ
ング・カンファレンスのみ），実践能力（対象把握能
力・状況・患者の変化対応能力，社会性，コミュニケー
ション能力）の低下および看護職や他職種との連携・
交渉力の低下による影響である。
２０２０年８月，今年卒業新人看護職研修に関して「新
型コロナウイルス感染症拡大の影響により臨地実習に
影響を受けた令和３年度新人看護職研修の支援に関す
る要望」として予算措置と研修体制の整備に関する要
望が出されている。
当保健看護学科においても，学びの十分でない看護
の卵を出すことに不安を感じるが，就職先である看護
部長たちより，「ゆっくり育てていきます」との言葉を
いただいた。
その言葉を頼りに，学生たちの背中を押していきた
い。そして，さらに知識と実践力のある学生を育成す
べく教育を進めていくことを約束しながら，「２０２０年
学内臨地実習調査結果報告」とする。
最後に，学内臨地実習を滞りなく終わらせることに
全力を注いでくださった看護学科教員すべてに感謝と
調査に協力いただいた看護学科１０期生の学生に感謝
申し上げます。
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